本会は保健・医療・福祉分野の横断的なネットワークを目指し、高齢者等に関わる地域ケアの相互理解と推進を目的として活動しています！

　　

＜活　　　動＞

1 保健、医療、福祉、行政分野に関わる職員の情報交換や研修会

・会員対象の他、市民公開講座としてもシンポジウムや講演会等を開催しています。毎回、情報交換の場として懇親会を設けています。

2 関係機関・他団体との連携

　　　・保健所や市役所からの介護保険関連のワーキングチームや運営委員会への参加依頼に対し会員を派遣し、他団体（ケアマネージャー連絡会等）との協議や共催による研修会の開催等を行なっています。　　　　　　　

3 地域の社会資源の把握と開拓

　　　・新たな社会資源を把握し、研修会の最後に「社会資源紹介」として、情報を提供しています。また、必要な社会資源の開拓も視野に入れた意見交換がなされています。

4 その他、目的達成のために必要な事業

・適時、世話人（役員）会等を開催し運営協議をしています。

　　＜会　　　員＞

　　　　　　本会は苫小牧市および近隣町村（東胆振管内）の保健、医療、福祉、行政分野に携わる現任者および目的に賛同する人で構成されています。会費は年間１，０００円／人です。

　　＜世　話　人＞　（Ｒ５年５月現在の役員）
世話人代表　　　　本間　啓介（苫小牧医療介護連携センター）
世話人　　　　　　中山　由香里（苫小牧健樹園）

世話人　　　　　　伊藤　康博（苫小牧市社会福祉協議会）

世話人　　　　　　信太　千尋（ケアプランセンター結）
世話人　　　　　　木村　明人（特別養護老人ホーム寿幸園）
世話人　　　　　　蜂谷　　晃（デイハウス　おあしす）

世話人　　　　　　渡辺　公明（王子総合病院）
世話人　　　　　　深田　美彦（王子総合病院）
世話人　　　　　　黒滝　敦史（特別養護老人ホームアポロ園）
世話人　　　　　　小川　雅子（苫小牧東病院）

世話人（事務局）　池崎　一士（苫小牧市西地域包括支援センター）

世話人（会計）　　工藤　祐介（苫小牧市立病院）

監事　　　　 　　 佐藤　　勉（個人）
　　　　　　　　　太田　由子（苫小牧澄川病院）
＜事務局＞　　苫小牧市西地域包括支援センター
　　　　　　　〒05９-１２６３　苫小牧市青雲町２丁目１２番１７号
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　　苫小牧市において、昭和５０年代後半より福祉・医療・行政の相互連携が意識的に模索されるようになりました。

主だった団体の機関としては、老人福祉施設指導員部会や苫小牧市福祉事務所老人福祉係が中心となり、更には苫小牧市立総合病院、苫小牧澄川病院を始めとする医療ソーシャルワーカー、苫小牧保健所の保健婦も逐次その輪の中に加わって、定期的な研修会や年１回の宿泊研修を通じ、実務者間の顔の見える関係づくりの輪が広がり、北海道内でも稀な関係機関の横断的なネットワークが、その後も会の設立に至るまでに、継続的に構築されてまいりました。
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　　平成8年3月に行われた苫小牧市福祉事務所主催の宿泊研修の折りに、これまでの関係機関の活動を踏まえた提案がなされました。

　　趣旨は地域の高齢化に伴う独居・夫婦のみ世帯や痴呆性高齢者・要介護高齢者の増加傾向が一層明らかになりつつある状況から、地域生活の継続性を支える保健・医療・福祉分野のネットワーク組織化の必要性が説明され、仮称「苫小牧高齢者等の地域ケアを進める会」を公・私の各機関の参加を得て、立ち上げたいとの呼びかけがなされました。

参加者一同の討議の結果、会の発足について全員の賛同を得て、代表と事務局（三隅雅彦氏　老人福祉施設指導員部会幹事：樽前慈生園）が選任されました。発足時の加入者は３５名でした。立ち上げ後は他の近隣町村の職員、関係者からの反響が多く寄せられました。結果、苫小牧のみならず、より広域的な組織として歩みだす事となり名称も「高齢者等の地域ケアを進める会」と改められました。

＊　会員数　H９年度　８０名　　　H１０年度　９４名

平成１１年４月より、道央佐藤病院が事務局となり２代目の代表は鎌田稔氏に引き継がれました。また、会員地域も１市４町（苫小牧市・早来・鵡川・白老・厚真）に広がりを見せ、会の活動への関心の高さから会員数は１２７名を擁するに至りました。

尚、この間、会の規約となる会則も作成されました。

　平成１３年４月より、事務局は苫小牧澄川病院、第３代目代表は太田由子氏に引き継がれました。その後、世話人と監事を選出し、それまで代表のみであった役員体制を整備すると共に総会の実施、会則の本格的な見直しが行なわれました。

　又事務局業務の負担軽減等を図るために、平成１５年度より代表の施設と事務局を分離した（会計部門を苫小牧健樹園、事務局をアポロ園とする）体制を整えました。

平成１７年度には第４代目代表は木村明人氏に引き継がれ、事務局（会計部門を王子総合病院、事務局をケアライフ王子とする）が移転。
平成１９年度事務局（会計部門を苫小牧市西地域包括支援センター、事務局を樽前緑樹園とする）が移転。平成２５年度事務局（事務局を陽明園、会計部門をデイサービスセンターやなぎとする）が移転。
平成２４年から２６年にかけて北海道より委託事業として「医療連携推進事業」を受託している。

平成２７年度に第５代目代表は本間啓介氏に引き継がれ、事務局（会計部門を苫小牧市立病院、事務局を苫小牧市西地域包括支援センターとする）が移転し現在に至る。

· 令和５年５月現在　　会員数　３３７名
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　　平成１２年４月に介護保険制度が導入され、在宅・施設サービスの需要が飛躍的な伸びを見せました。

　　しかしながら、制度のキーパーソンとなるケアマネジャーの質の確保、介護報酬単価の是非、要介護認定やサービス提供の適正化、施設入所の透明性、公平性の確保等制度をめぐる課題が地域の中でも、次々と明らかになってまいりました。

　　更には、平成１５年度より、児童、知的、障害分野にも措置制度から契約を基調とした、支援費制度から自立支援法への移行がなされております。

　　これらの動向と相まって、今後、超高齢化・少子化の進展が予測される中、制度の内実を支える介護保険を始めとする各施策の機能については、とりわけ利用者の選択や自己決定、介護予防やリハビリテーション、高齢者等の自立支援やサービスの質の向上、各種施設体系の在り方といった諸点について、実務者間が一同に会して制度の検証や周辺施設の点検、又必要とされるサービスの開拓等、互いに理解を深めていくことが極めて重要となっております。

　　「高齢者等の地域ケアを進める会」は継続的に地域の抱かえる課題を共有化し、ネットワークを強化する場として、更には高齢者等を支援する保健・医療・福祉・介護のダイナミックな展開について柔軟に論じ合える拠点となるよう願うものです。
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